
ＢＩＭ／ＣＩＭ・ＤＸ推進
河川ＷＧ



Ⅱ．調査・測量

Ⅳ．点検・管理

Ⅰ．プラットフォーム構築

・地図ベースの河川管理データ及び取得
した３次元データを格納・利用するた
めのプラットフォーム（ＧＩＳ）を構
築する。

※各種情報を一元管理・共有、集計や資
料作成等を可能とするプラットフォー
ムとする。

①３次元河川管内図【河川分科会】

関東地方整備局

・３次元データやＡＩ、新技術を活用し、各種業務の効率化・高度化を図る。

Ⅲ．設計・施工

②レーザ測深【河川分科会】
③マルチナロービームによる測定【ダム分科会】
○ウェアラブルカメラを活用したリモート現地調査

【防災ＷＧ】
○ドローン調査の運用強化【防災ＷＧ】

⑤ＵＡＶによる施設点検【砂防分科会】
⑥越水・決壊センサー【河川分科会】
○車載カメラ映像の共有・リアルタイム化【道路ＷＧ】
⑦ＡＩによる砂防施設の健全度判定【砂防分科会】
⑧ダム貯水池のデジタル管理【ダム分科会】
○ＡＩによる舗装損傷の自動検知【道路ＷＧ】

河川ＷＧ
グループ長 ：河川部長
副グループ長：河川調査官

河川分科会

◎河川情報管理官
河川管理課：課長・河川保全専門官
河川工事課：課長・課長補佐（河川）
水災害予報Ｃ：ｾﾝﾀｰ長・水災害対策専門官
水災害対策Ｃ：ｾﾝﾀｰ長・課長補佐
荒川下流河川事務所長
下館河川事務所長
荒川調節池工事事務所長
関東技術事務所長

ダム分科会
◎水理水文分析官【全分科会統括】

河川管理課：課長補佐（ダム）
利根川ダム統合管理事務所長

砂防分科会
◎総合土砂管理官

河川計画課：課長補佐（砂防）
河川工事課：建設専門官（ダム・砂防)
日光砂防事務所長

④ＢＩＭ／ＣＩＭ活用【河川分科会・砂防分科会】
○ウェアラブルカメラ等による映像・音声の双方向通信を

使用して、遠隔臨場【営繕ＷＧ】

【河川ＷＧ】新たな施策（技術）による各種業務の効率化

◎分科会リーダー

1○他ＷＧ取組内容（検討結果を踏まえ、河川ＷＧにおいても適用検討）



関東地方整備局
【河川ＷＧ】各施策の実施計画（ロードマップ）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

Ⅰ．プラットフォーム構築

①３次元河川管内図
【河川】

Ⅱ．調査・測量

②レーザ測深【河川】

③ナローマルチビーム
測定【ダム】

Ⅲ．設計・施工

④ＢＩＭ/ＣＩＭ活用
【河川】・【砂防】

Ⅳ．点検・管理

⑤ＵＡＶによる施設点検
【砂防】

⑥越水・決壊センサー
【河川】

⑦ＡＩによる砂防施設の
健全度判定【砂防】

⑧貯水池のデジタル管理
【ダム】

現地試験運用

３次元河川管内図プラットフォーム構築

・河川ＷＧにおける各施策の実施計画（ロードマップ）を示す。
※河川ＷＧ内の各分科会及び他ＷＧの検討結果について運用検討するとともに、掲載以外の施策についても随時追加検討する。

※ダム及び砂防においてもプラットフォーム検討・構築

2

※河川等における運用検討

全ての詳細設計・工事でＢＩＭ／ＣＩＭ活用原則適用

３次元河川管内図プラットフォーム検討

モデルダムにてデータ取得

定期測量時（５年に１回）に全河川で実施 ※令和６年度に全河川で３次元データ取得

全河川運用開始

デジタル管理検討

ＵＡＶ施設点検試行（モデル砂防事務所）

３次元データ活用方策検討

全ダム貯水池３次元測量完全移行

定期測量

ＢＩＭ／ＣＩＭ活用工事

本運用開始（那珂川・久慈川、入間川流域）

※河川等における運用検討

本運用

ＡＩによる画像解析の試行。課題抽出

全砂防事務所で試行

本運用

本運用

施設点検マニュアル改訂

※今後の予定は現時点の想定であり、現場実証等の進捗状況により、変更等が生じる場合があります。



各種データ・システム

関東地方整備局
【河川ＷＧ】 Ⅰ．プラットフォーム構築

３次元、立体的に表現
３次元データを活用し、管内図を立体的に表現 ⇒ 誰もが理解しやすく、説明・情報共有も容易。

河川情報の一元管理
河川に関する情報を集約し、一元管理・共有化、各種システムとの連携。
⇒ 迅速なデータ収集及び共有が可能。

①３次元河川管内図

【令和３年度】
・河川部及び関東技術事務所において、３次元河川管内図ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ（サーバ方式、データ掲載方法等）の概略検討。
・荒川下流河川事務所において、３次元河川管内図を作成・試行し、維持管理への活用方法等を検討。

○３次元河川管内図（試行版）公開［6/28］
○荒川ＤＸ勉強会［第１回:4/14，第２回：7/14，第３回：11/1予定,第４回：未定］

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

河川管理施設台帳

河川現況台帳

河川カルテ

重要水防箇所

完成図書

ＲｉＭaＤＩＳ

水害リスクライン

浸水ナビ

水理水文データ
ベースシステム

川の防災情報

３次元管内図ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ概略検討 ３次元管内図ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ詳細検討 ３次元管内図プラットフォーム構築

３次元管内図作成・試行(事務所)

CCTV映像データ

etc

一元管理

連携

３次元河川管内図（イメージ）

現況管内図（平面図）

3

全河川運用開始

※今後の予定は現時点の想定であり、現場実証等の進捗状況により、変更等が生じる場合があります。



関東地方整備局
【河川ＷＧ】 Ⅱ．調査・測量

３次元データの取得
・定期縦横断測量時（５年に１度）にレーザ測深（点群測量）を実施し、３次元データを取得。
・水中部については、ナローマルチビーム測定により、３次元データを取得。

②レーザ測深

【令和３年度】
・定期縦横断測量実施河川（小貝川）において、レーザ測深（点群測量）を実施し、３次元データを取得。
・利根川ダム利根川ダム統合管理事務所（モデルダム）において、ナローマルチビームによる測定を実施し、
３次元データを取得。

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

定期縦横断測量（５年に１回）時に点群測量実施（全河川事務所） ※令和６年度迄に全河川データ取得

貯水池３次元データ取得・蓄積(モデルダム)

③ナローマルチビーム測定

ナローマルチビームによる測定（ダム貯水池）

従来測量（測点毎）

測点毎の比較しかなく、どこに、
どれだけ堆砂したかの把握が困難。

ナローマルチビーム測定

レーザ測深（点群測量）の実施

貯水池３次元測量完全移行デジタル管理検討

4

マルチナロービーム

水面下の堆砂状況を面的に測定

堤防高（レーザ測深）

計画堤防高

距離

標
高

レーザ測深による堤防高把握（イメージ）

従来は測線のデータ（■）しか
なかったが、レーザにより測線
間の堤防高も把握できる

※今後の予定は現時点の想定であり、現場実証等の進捗状況により、変更等が生じる場合があります。



関東地方整備局
【河川ＷＧ】 Ⅲ．設計・施工

・３次元データを活用した設計
・３次元モデルによる出来形管理、工事検査
・３次元データ（完成図書）の登録（フォーマット）

④ＢＩＭ／ＣＩＭ活用

【令和３年度】
・荒川下流河川事務所「荒川ＤＸ勉強会」で３次元河川管内図へ３次元完成図を取り込むデジタルツインを検討。
・下館河川事務所において、ＢＩＭ／ＣＩＭ活用工事の完成データを維持管理データ（３次元）へ登録・活用する方策検討。
・荒川調節池工事事務所において、ＢＩＭ／ＣＩＭ等３次元データの利活用方策検討
※ＢＩＭ／ＣＩＭデータ公開［5/31］ → 新たな発想等の掘り起こし。

・日光砂防事務所（法面対策工事）において試行。施工時に３次元測量実施し、CIMによる施工効率化を検討。
※建設業協会と整備局職員のDX勉強会［7/28］，ICT施工・CIM活用取組 現場講習会［10/14］

・利根川水系砂防事務所（地すべり対策工事）において試行。
※ICT施工・CIM設計・遠隔臨場現場学習会［7/5］

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

ＢＩＭ／ＣＩＭ活用工事実施

完成データ（３次元）のプラットフォームへの登録設計・施工（起工測量）に３次元データを活用

5

全ての詳細設計・工事でＢＩＭ／ＣＩＭ活用原則適用

３次元データ活用方策検討



関東地方整備局

自律飛行を含め、ＵＡＶによる施設点検（撮影）
を実施。

⑤ＵＡＶによる施設点検

【令和３年度】
○ＵＡＶによる施設点検
・富士川砂防事務所において、ＵＡＶによる施設点検の試行。有用性と課題の抽出。※令和４年度継続。

○越水・決壊センサー
・令和元年東日本台風時に決壊した河川を対象に現地にて試験運用。
※那珂川・久慈川（常陸河川国道事務所），入間川流域（荒川上流河川事務所）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

⑥越水・決壊センサー

堤防に高密度に設置したセンサーの情報から、越水
や決壊の迅速な検知が可能。

ＵＡＶによる施設点検試行（モデル砂防事務所） 全砂防事務所での試行

ＵＡＶによる施設点検

越水・決壊センサー
現地にて試験運用

【河川ＷＧ】 Ⅳ．管理・点検（１／２）
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本運用（那珂川・久慈川，入間川流域） ※他河川への展開検討

砂防施設の3Dモデルイメージ砂防施設の3Dモデルイメージ

本運用

※今後の予定は現時点の想定であり、現場実証等の進捗状況により、変更等が生じる場合があります。



令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

関東地方整備局
【河川ＷＧ】 Ⅳ．管理・点検（２／２）

【令和３年度】
○ＡＩ（画像解析）による砂防施設の健全度判定
・河川部において、データの取りまとめ、施設管理手法、適用性検討。※令和４年度継続

○ダム貯水池のデジタル管理
（利根川ダム統合管理事務所おいて、貯水池３次元データを取得）※令和４年度より試行実施。

Ⅱ期分の３次元データを比較し、堆砂状況を把握（イメージ）

⑦ＡＩ（画像解析）による
砂防施設の健全度判定

施設点検時の写真をＡＩの画像解析技術により変
状を抽出し、健全度を判定することで、施設管理
の省力化・高度化を実施。

⑧ダム貯水池のデジタル管理

ＡＩによる画像解析の試行。課題抽出

デジタル管理試行

ダム貯水池のデジタル管理

３次元データを活用した、面的管理が可能となり、
詳細な堆砂状況を把握することが可能。
また、斜面崩落時に迅速な被害状況の把握が可能。

ＡＩ（画像解析）による砂防施設の健全度判定

ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ検討・構築

３次元データ取得・蓄積(モデルダム)

7

AI画像解析による
変状抽出イメージ

AI画像解析

①学習

②特徴抽出

③未分類の画像

⑤検出・分類

④特徴の照合

ひびクラス 摩耗クラス

既往の
点検結果画像

変状レベルC変状レベルB

変状レベルA

判定：ひび割れ
変状クラスB

新たな
点検結果画像

ひび割れ検出

施設点検マニュアル改訂 本運用

本運用

※今後の予定は現時点の想定であり、現場実証等の進捗状況により、変更等が生じる場合があります。


